
学校番号 ２０７ 

令和３年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典Ｂ 単位数 ３ 年次 ３ 

使用教科書 「精選古典Ｂ 改訂版」 （教育出版） 

副教材等 
マスター古文３（京都書房）古典文法助動詞徹底ワーク（尚文出版）新版五訂総

合国語便覧（第一学習社）必携古典文法（明治書院）  

１ 担当者からのメッセージ 

・古文と漢文の作品に親しむとともに、正しく内容把握するために、語彙力や文法の知識をしっ

かりと身につけましょう。 

・予習として必ず本文を読み、大意を掴む練習をしましょう。単語調べ、助動詞チェックも続け    

 ていきましょう。授業後の復習、ノート整理も大切です。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標  

・二年次の学習を踏まえ、幅広い古典（古文・漢文）の作品を読み解く力をつけるとともに、作

中人物や作者に思いを寄せる。時空を超えて人間への理解を深める豊かな知性と感性を育む。 

・伝統的な言語文化に対する関心を持ち、国語を尊重する態度を育む。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:関心・意欲 

・態度 
  d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

古典に対する関

心を深め、国語

を尊重してその

向上を図ろうと

する。 

  古典の文章に対

して、辞書を用

いて正確に読み

取るだけではな

く、目的に応じ

て速読し大意を

掴むことができ

る。 

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り漢字の意味

などについて

理解し、知識を

身に付けてい

る。 

主
た
る
評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 

（ノート、ワー

クシート等） 

  記述の確認及び

分析（ワークシ

ート） 

定期考査 

行動の観察 

記述の確認 

（ノート、ワー

クシート等） 

定期考査 

小テスト 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学

期 

単

元

名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価基準 評価方法 
a b c d e 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１
学
期 

随
筆
を
読
む 

【古典】 

 

教材：『枕草子』 

「二月のつごもり頃

に」 

「大納言参り給ひて」 

 

○   ◎ ○ 

ａ・登場人物の関係、その行動や

心情をとらえ、人物や事件につ

いて、作者がどのように思って

いるかを考えるようてしいる。 

ｄ・敬語の用い方から人物関係を

正しく読み取っている。 

ｅ・敬語の意味と用法について整

理し理解している。 

ｅ・『枕草子』のほか、「三大随

筆」の構成と内容、歴史的背景

の特色を理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

長
文
の
物
語
を
読
む 

【古典】 

教材： 

『源氏物語』 

「女三の宮の降嫁」 

【漢文】 

「師節」 

○   ◎ ○ 

ａ・平安時代の代表的な物語を読

み、宮中の生活に触れ、興味を

持っている。 

ｄ・複雑な人間関係と、それに伴

う敬語表現を理解している。 

ｅ:古代中国の世界観や歴史的背

景思想を理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

 

e:小テスト及び

定期考査 

２
学
期 

日
記
文
学
を
読
む 

【古文】 

教材： 

『紫式部日記』 

「若宮誕生」 

 

『蜻蛉日記』 

「嘆きつつ」 

入試問題演習 

○   ○ ○ 

a:これまでの知識を生かし、話の

大筋をとらえようとしている

る。  

ｄ:敬語から人物関係を判断でき

る。  

e:王朝源氏物語た、の世界観を理

解する。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 

漢
文
を
読
む 

【漢文】 

教材：『史記』 

「荊軻」 

 
○   ○ ○ 

a:史記の文章に親しみ、歴史上の

人物の行動のしかた、感じ方に

興味を抱いている。 

ｄ:長い文章を読み、漢文を理解

し読解している。 

e:基本的な句形を理解している。 

a:行動の観察及

び記述の点検 

ｄ:記述の確認及

び定期考査 

e:小テスト及び

定期考査 

３
学
期 

近
世
の
評
論
を
読
む 

【古文】 

教材：『玉勝間』 

「もののあはれ」 

 

 

 

○   ◎ ○ 

a:古文の評論を味わう姿勢を持

つ。 

d:筆者の主張や表現技法を考察

している。 

e:正しく理解し、自分で内容を説

明できる言葉の数を増やして

いる。  

a:行動の観察及

び記述の点検 

 

ｄ:記述の確認と

分析  

ワークシートの

提出 

ｅ：小テスト 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度    

d:読む能力       e:知識・理解 

 ※ 評価の観点のうち「関心・意欲・態度」と「知識・理解」については、すべての単元に位置付け

て○印を、また、その単元で主として扱う国語の領域（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読

むこと」）に関わる観点には◎を付している。 


